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B ボタンを押すごとに、以下のモードに切り替わります。
　TIME KEEPING（時間管理モード）ALARM（アラームモード）STOP WATCH（ストップウォッチ
  モード）COUNT DOWN（カウントダウンモード）WORLD TIME（世界時計モード）

（時間管理モード）

（世界時計モード）

（カウントダウンモード）

（ストップウォッチモード）

（アラームモード）

・12時間/24時間
・時間、分、秒、曜日、年、月、日付
・100年カレンダー（2000〜2099）

・5種類のアラーム
・時間ごとの時報
・目覚まし（5分）

・1〜100 秒
・99 ラップ
・計測範囲 00'00''00〜23:59'59''

・カウントダウンタイマーの範囲 
99:59'59''〜0'00''00

・別の時間帯における時間



（気圧計モード）

・TIME KEEPING モード（時間管理モード）で
  "E" を押すと、BAROMETER モード
 （気圧計モード）に切り替わります。

（コンパスモード）

・TIME KEEPING モードで、"D" を押すと
コンパスモードに切り替わります。

（高度測定器モード）

・TIME KEEPING モードで "C" を押すと、
  ALTIMETER（高度測定器モード）に切り替わ
  ります。



（時間設定）

1.TIME KEEPPING モードで、都市名コードが
  点滅して表示されるまで "A" ボタンを長
  押しします。

2. "C" ボタン、または "E" ボタンを押し
　　シティコードを選択します。長押しをす
   ると、連続でシティコードが表示されます。

3."B" ボタンを押して次の選択に進みます。

4.手順 2.と 3. を繰り返して、以下の項目を
  順番に設定することができます。
  CITY code（都市名コード）Daylight Saving
  Time（サマータイム）Seconds（秒）Hour
 （時）Minutes（分）Year（年）Month（月）
  Date（日）12/24H Format（12 時間または、
  24 時間 形式）Contrast（明暗差）

5."A” ボタンを押して決定します。
 （曜日は、年/月/日の設定が反映され、自動
  的に表示されます。）

・アラームは、毎日設定した時間に約 20 秒間
  鳴ります。いづれかのボタンを押すことによ
  って、アラームを中断させることができます。

（アラームとチャイム）
・アラームモードで、”C” ボタンを押しチャイ
ムを選択します。アラーム 1〜アラーム 5

・そのチャイムの状態で ”E” ボタンを押すと
  チャイムのオン／オフを切り替えることができ
  ます。

・A1（アラーム 1） の状態で ”E” ボタンを押
  すたびに、以下の順番でアラームとスヌーズの
  オン／オフを切り替える事が出来ます。
  Alarm と Snooze オフ
  Alarm オン
  Alarm と Snooze オン

・A1〜A５（Alarm2 〜Alarm5）の状態で "E" ボタ
  ンを押すとアラームのオン／オフを切り替える
  ことができます。



（アラーム 1 の設定）

1.A1（アラーム1）が表示されている状態で、時
  間が点滅して表示されるまで ”A” ボタンを長
  押しします。（下部にアラームのアイコンが表
  示されます）

2.時間を増やすには ”E” ボタンを押し、減らす
  には、”C” ボタンを押します。それぞれのボ
  タンを長押しすると、数を速く変更することが
  できます。

3.”B” ボタンを押して、分を設定します。

4.分を増やすには ”E” ボタンを押し、減らす
  には、”C” ボタンを押します。それぞれのボ
  タンを長押しすると、数を速く変更することが
  できます。

5.”A” ボタンを押して設定を終了します。

Snooze（スヌーズ機能）
・アラームが鳴っている状態で ”C” ボタン
を押すと、アラームは停止します。
5 分後に再度アラームが鳴りはじめます。

・アラームが鳴っている状態で ”C” ボタン
  を押すとアラームは停止し、さらにもう一度
   ”C” ボタンを押すとそのスヌーズは解除
  されます。
・スヌーズ機能は A1（アラーム1）においての
  み使用することができます。A2～A5 では使
  用できません。

（アラーム 2 の設定）

1.A2（アラーム2）が表示されている状態で、
  時間が点滅で表示されるまで ”A” ボタン
  を長押しします。（下部に    が表示さ
  れます）

2.月を増やすには ”E” ボタンを押し、減ら
  すには、”C” ボタンを押します。それぞ
  れのボタンを長押しすると、数を速く変更す
  ることができます。

3.”B” ボタンを押して決定し、次の設定に
  進みます。

4.手順 2. と3. 繰り返して、以下の順番で設
  定してください。Month（月）Date（日）
  Hour（時）Minutes（分）

5.”A” ボタンを押して設定を終了します。
  ・A2（アラーム 2）～A5（アラーム 5）の
   設定は同様です。



（1）デイリーベル
　　時間と分のみを設定します。
    月と日付の部分は ”--” の
    ままです。毎日、設定した時
    間にベルが鳴ります。
（2）マンスリーベル
    日付、時間、分のみを設定し
    ます。月の部分は ”--” の
    ままです。毎月、指定した日
    付と時間にベルが鳴ります。
（3）月のベル
    月、時間、分のみを設定しま
    す。日付の部分は  ”--” 
    のままです。設定した月は、
   指定した時間にベルが毎日鳴り
   ます。
（4）タイミングベル
    月、日付、時間、分を設定し
    ます。指定された日付と時間
    になるとベルがなります。

1.ST（ストップウォッチ）モードで ”E” 
　ボタンを押してストップウォッチを開始し
　ます。

2.再度、”E” ボタンを押すと、ストップ
ウォッチが停止します。

3.”C” ボタンを押すとストップウォッチが
　リセットされます。

1. ST（ストップウォッチ）モードで 
　”E” ボタンを押し、ストップウォ
　ッチを開始します。

2."C" ボタンを押すと、はじめのラッ
  プタイムが記録されます。

3.手順 2. を繰り返し、複数の LAP
タイムを比較することができます。

4.ストップウォッチを停止するには、
  ”E” ボタンを押します。



（記録の閲覧）

1.LAP が表示されている状態で、”A”
　ボタンを 2 秒間ほど長押しして、
  LAP の記録を閲覧する状態にします。

2."E" ボタンを押すごとに次のデータ
　を閲覧します。”C” ボタンを長押
　しすると閲覧の速度が上がります。

3.”A” ボタンを押して、SP L（split）
　 閲覧の状態にします。

4.”E” ボタンを押すごとに次のデー
  タを閲覧します。前のデータを閲覧
  するには ”C” ボタンを押します。
  長押しすると閲覧の速度が上がりま
  す。
5.”A” ボタンを押すと、閲覧状態が
  終了され、ストップウォッチモード
  に戻ります。

・カウントダウンのタイマーがゼロにな
  ると、アラームが約 30 秒鳴り、どれ
  かのボタンを押す事で停止します。

（カウントダウンタイマー設定）

1.COUNTDOWN （カウントダウン）モードで 
  ”A” ボタンを長押しします。時間が点
  滅して表示されます。（点滅の表示は設
  定する状態）

2.時間を増やすには ”E” ボタンを押しま
  す。戻すには ”C” ボタンを押します。
  それぞれのボタンを長押しすると、数を速
  く変更することができます。

3."B" ボタンを押して次の設定に進みます。

4.以下の項目を順番に、手順 2.と 3. を繰
  り返して設定することができます。
  時間→分→秒→リピート オン/オフ
 （リピート オンのディスプレイ″　″/リ
  ピート オフのディスプレイ″　″）

5.”A” ボタンを押し、設定状態を終了しま
　す。



（カウントダウンタイマーの使用方法）

1."E" ボタンを押し、カウントダウン
　タイマーを開始します。

2.再度、"E" ボタンを押すと、カウン
　トダウンタイマーが停止します。

・カウントダウンタイマーを停止した
　際に "C" ボタンを押すことによっ
　て初期設定の値に戻ります。

・この″　″が表示されている場合、
　カウントダウンタイマーのリピート
  機能はオンになっています。

1.DT （World Time／世界時間）
モードで、"E" ボタンを押し、時間
帯を設定します。"C" ボタンを押し
時間帯を後方に設定します。ボタン
を長押しすると、時間を速く変更す
ることができます。

2.DT （World Time／世界時間）
　モードで、"A"ボタンを長押しす
　ると、Daylight Saving Time（サ
　マータイム）のオン／オフを切り
　替えることができます。

・バッテリー電圧レベルが不足して
　る場合、新しいバッテリーに置き
　換えられない限りは、″  ″が
　このように表示されます。



都市名コード 都市名

（世界時間について）

GMT との差 同じ時間帯で、その他の主要都市



BR（バロメーター）モードでは、天気
予報、空気圧の計測、気温の計測を行
う事が出来ます。

（気圧計）

天気予報

気温

空気圧

天気予報の計測方法
毎時、天気予報を推定します。
（前 4 時間以内における空気圧の
多様性に従って、天気を判断してい
ます）次第に空気圧の値が上昇して
いる場合は、天気がよくなる事を示
しています。空気圧の値が徐々に下
降していく場合は天気が悪くなるこ
とを示しています。天気の状態には
以下 4 つの種類があります。

・快晴
・くもり
・雲に覆われた空
・雨

・BAROMETER （気圧計）で "E" ボタン
　を押すたびに、以下の順番で切り替
　える事ができます。
  ℃,hpa/mb→℃,inHg→ F,hpa/mb→
   F,inHg

○

○

・読み込みが正確ではないと疑う場合に
  は、圧力センサーを訂正することができ
  ます。

1.BAROMETER （気圧計）モードで、
   2 秒ほど ”A” ボタンを長押しして 
   Correction （補正）モードに切り替
   えます。

2."B" ボタンを押し、以下の順番で切
   り替えることができます。

TEMP（Temperature correction）モード
→FDEF（Factory Default air pressure）
モード→AIRP（Input the current air 
pressure value ）モード



TEMP（Temperature 
correction）モード

FDEF（Factory Default air 
pressure）モード

AIRP（Input the current air 
pressure value ）モード

気温の補正

1.TEMP (temperature correction )モード
　で "C" ボタン、または "E" ボタンを押し
　て、"+" または ”-” アイコンを切り替える
　ことができます。

2.”B” ボタンを押し、次の設定に進みます。

3."E" ボタンを押して数を増やし、"C"
　 ボタンを押して数を下げます。それぞ
　れのボタンを長押しすると、度数を速
　く変更することができます。

4.手順 2. と 3. を繰り返し、以下の順番で
　設定してください。

"+" または "-" 温度
温度の1桁目
温度の2桁目
温度の少数



5."A" ボタンを押して、設定状態を終了
　し、BAROMETER （気圧計）モードに
　戻ります。

出荷時の設定

1.Factory default air pressure（FDEF）
  モードで、"C" ボタン、または "E" ボタン
  を押し、YES を選択します。

2.設定後、"A" ボタンを押し、設定状態
  を終了して、BAROMETER （気圧計）
  モードに戻ります。

・（海面気圧の既定値：1010.0 mb）

・(海水面の空気圧として初期設定されて
  いる値　：1010.0 mb）

1.AIRP（Input the current air pressure 
  value ）モードで "C" または "E" を押し
  ます。

2.数値を増やすには"E" ボタンを押し、
  減らすには "C" ボタンを押します。
  それぞれのボタンを長押しすると、数を
  速く変更することができます。

3."B" ボタンを押して次の設定に進みます。

4.手順2.と3.を繰り返し、以下の順番に設
  定してください。
  空気圧の1桁目
  空気圧の2桁目
  空気圧の3桁目
  空気圧の4桁目
  空気圧の小数

5."A" ボタンを押し設定状態を終了し、
  Barometer（気圧計）モードに戻ります。
  （Barometer（気圧計）によって、Factory
   default air pressure（FDEF）に基づく空
  気圧が計測されます。）



・この時計は、空気圧と気温を計測する圧力センサーを使用しています。
　読み込まれた数値に疑いがある場合には、圧力センサーを測定する事
  ができます。
 
・BAROMETER（気圧計）モードで 1 分間、操作が何も行われない場合、
時計は自動的にタイムキーピングモードに戻ります。

・Correction（補正）モードで、ERROR が表示された場合は補正に失敗しています。
  DONE が表示された場合には、補正が完了しました。

・空気圧センサーによって不正確に補正が行われると、読み込みが誤る可能性があ
　ります。
  調整の手順を行う前に、その他、信頼性があり正確な BAROMETER（気圧計）
　が搭載される時計によって生成される読み込みとを比較してください。

・BAROMETER（気圧計）モードに切り替えた時点で、空気圧と気温を測定する操
　作が実行されます。その後、気圧と気温の測定が毎秒行われます。

・BAROMETER（気圧計）の測定範囲：300-1100 mbar または 8.84 - 32.44 inHg
   気圧の測定範囲：-10-60 ℃ または 14-140 °F 
　上部の測定範囲を超えると "HI" が表示されます。測定の範囲よりも下回る場合
　は "Lo" が表示されます。

BAROMETER（気圧計）とサーモメーターの事前注意：
(1)この時計には圧力センサーが搭載されていて、空気圧の変化を測定します。
    そのため、ユーザー個人の天気予報に適用されます。正式な気象予測において
　  の予測手段、またはアプリケーションからのレポートに使用する事を意図していま
　　せん。

(2)突然の気温変化によって、圧力センサーの読み込みに影響がある場合がありま
　  す。

BAROMETER（気圧計）おける動作の原理について
気圧は大気中の変化を示します。それらを測定することにより、合理的な精度で天
気を予測します。大気圧の上昇は良い天気を示し、下降は天候状態の悪化を示
しています。新聞やテレビで報告される気圧は、海面 0m で測定した値に補正した
測定結果です。



1.COMPASS モードに切り替えて、平らな
　場所に置いてください。または時計をして
　いる場合は、必ず腕を水平（地平線との
　関連で）にしてください。

2.時計の 12 時の位置を、測定する方向に
　向けます。

3.ディスプレイには、時計の 12 時の位置が
　さしている方位が表示されます。4 つの指
　針が表示され、磁極の北、南、東、西を
　指し示します。

・ディスプレイに表示される方位の値は、磁
　極の北（0°）とその表示されている方位
　との間で形成される時計回りの角度が示
　されます。

12 時の位置

北の指針方位

角度の値（度）

（補正）

・時計により生成されている方位の読み込み
　が正確に機能していない場合は、方位セン
　サーを補正してください。

1.COMPASS モードで、2 秒ほど ”A” ボタン
　を長押しし、補正モードに切り替えます。

2."B" ボタンを押し、以下の順番でモードを
　切り替えます。

方位角修正

修正を消磁します。



1.COMPASS モードで "A" ボタンを 2 秒ほ
  ど押してcorrection （補正）モードに切り替
  えます。

（磁気偏角）

2."C" ボタンまたは ”E” ボタンを押して、磁
　極方位の補正 "W" または "E" を選択し
　ます。
　　　　　　E : 磁北が東へ（偏差が東）

　　　　　　W : 磁北が西へ（偏差が西）

3."B" ボタンを押し、磁極の偏角度、1桁目
　を選択してください。

4.数字を増やすには "E" ボタンを押し、減ら
　すには "C" ボタンを押します。それぞれの
　ボタンを長押しすると、数を速く変更するこ
　とができます。

5.手順 3.4 を繰り返し、以下の順番で設定
　してください。
　磁極の偏角度1桁目
　磁極の偏角度2桁目（磁極偏角の範囲
　 : 45°）
6. 設定した後、"A" ボタンを押して設定状
　態を終了し、COMPASS （コンパス）モー
　ドに戻ります。

（消磁）
・Demagnetize correction （消磁）モードで 
　"C" ボタン、または "E" ボタンを押し、ゆっ
　くりと時計を時計回り、または逆時計回りに
　回転させます。（補正が完了するまでは、
　同じ方向に回してください。）コンパスが消磁
　している間、60 方向の指針が明らかにされ
　、順番に 1 つずつ外に放出されます。
　この動作により、消磁が自動的に確認され
　ます。
　自動的に Demagnetize correction
　モードが終了され、コンパスモードに戻り
　ます。

・ディスプレイに "ERROR" が表示された場
　合は、Demagnetize correction（消磁）
を行ってください。



以下の一覧はディスプレイに表示される方向の略記を説明しています。

方向 意味

 北

 東

 南

 西

方向   意味

北北東

東南東

南南西

西北西

方向 意味

北東

南東

南西

北西

方向   意味

東北東

南南東

西南西

北北西

・搭載されている方位センサーによって、磁極の北が検出され、ディスプレイ上 16 
　方向の 1 つを指し示します。

・時計によってコンパスの読み込みが行われている間は、方位角、方向指示、
　および 4 つの方向を示す指針が表示され、時計が動くと同時に変更されます。

・COMPASS （コンパス）モードで、何も操作しない状態が 1 分間続くと、自動的
　に TIME KEEPING（時間管理）モードに戻ります。

・CORRECTION （補正）モードで ERROR が表示された場合は、補正に失敗し
　ています。DONE が表示された場合には補正が完了しています。

・デジタルコンパスの事前注意
　この時計は、地上波の磁極を検出する磁極の方位センサーが搭載されている
　ことが特徴です。
　この時計が指し示す北は地磁気の北極で、真の北磁極とは若干異なります。
　地磁気の南極が南オーストラリアにある時は、地磁気の北極は北カナダにあり
　ます。いづれかの磁極に近づいた方に大きく振れる傾向がある磁極コンパスで
　計測された地磁気の北と、真の北磁極との違いに注意してください。
　地図においては真の北磁極（地磁気の北極ではなく）を示してある場合がある
　ため、この時計でそのような地図を使用する場合には差異が生じることを考慮
　してください。



使用する場所について

1）磁気が強い物質の近くにいる場合、読み込みの問題を発生させる可能性があります。
   以下に説明する物質の付近にいる状況では、方位の読み込みを避けてください。
  
  ・常置の磁石（磁気のネックレス等）
　・金属製品が多く集まる場所（金属製のドア、ロッカー等）
　・高圧線
　・架空配線を使用する家庭の電気機器（テレビ、個人のコンピューター、洗濯機、
    冷蔵庫等）

2）電車、ボート、飛行機等の上では、正確な方位の読み込みはできません。

3）室内、特に鉄筋コンクリート構造の内部では正確な方位の読み込みはできません。

保管場所

1）時計が磁気を帯びている場合は、方位センサーの正確さが低下します。磁気、
    または常置の磁石（磁気のネックレス等）、金属製品が多く集まる場所（金属製の
    ドア、ロッカー等）、高圧線、架空配線を
    使用する家庭の電気機器（テレビ、個人のコンピューター、洗濯機、冷蔵庫等）を
　  含む強い磁気のソースすべてから時計を離して保管してください。

2）時計が磁気を帯びているかどうかを確認するには、Magnetic declination （磁極偏角）
    および Demagnetize correction（消磁）を行ってください。

正確に方位が読み込み込まれない原因

1）方位が不正確な場合は方位の補正を行ってください。
2）家庭の電気機器、大きな鋼橋、鉄骨、架空線など強い磁気のソースが近くにある
    場合、または電車、ボートなどで行う方位の測定。金属の物質から離して、再度行っ
    てください。電車、ボート等ではデジタルコンパスの操作を実行することができません。

同じ場所で異なる結果となる読み込みの原因
近くにある高圧線によって生成される磁気により、地磁気の検出が妨げられます。
高圧線から離して再度行ってください。

室内での方位の読み込みに問題が発生する理由
テレビ、個人用コンピューター、スピーカー、その他の物質によって地磁気の読み込みが
妨げられます。障害の原因となる物質から離すか、または室外で方位を読み込みます。
室内で行う方位の読み込みは、特に鉄筋コンクリート構造内が困難です。電車、飛行
機等の中では方位が読み込まれないことに注意してください。



・altimeter（高度測定器）モードでは以下の
 項目を行うことが出来ます。

温度の補正
相対的高さの測定
現在地の高度を入力
海面上の高さ測定
出荷時の設定された高さに復旧

・altimeter（高度測定）モードで "C" 
　ボタンを押し、以下の順番に選択してくだ
　さい。

℃,Meter／℃,Feet／ F,Meter／ F,Feet

（補正）
1.altimeter（高度測定）モードで
  2秒間程、 "A" ボタンを長押しし
  て補正モードに切り替えます。

2."B" ボタンを押す度に以下の順番
  でモードが切り替わります。

Temperature correction（温度の補正）
モード／Set relative height （相対
的高さ設定モード）／Input the 
location height （現在地の高度を入
力）モード／Input sea level air 
pressure（海面上の空気圧）モード／
Factory default height（出荷時に設
定された高さ）モード

Temperature correction／温度の補正

相対的高さ設定

現在地の高度を入力

空気圧の入力

出荷時の設定



温度の補正
・読み込みの正確さを疑う場合には、
  温度を補正することができます。

1. TEMP （温度の補正）モードで "C" 
   ボタンまたは "E" ボタンを押して、
   "＋"、"−" アイコンを切り替えま
   す。

2. "B" ボタンを押し、次の選択をし
   ます。

3. 数を増やすには "E" ボタンを、減
   らすには "C" ボタンを押します。
   それぞれのボタンを長押しすると、
   数を速く変更することができます。

4. 以下の順番で、手順 2.と3. を繰り
   返して設定します。

   温度の"＋" または "−"
   温度の1桁目
   温度の2桁目
   温度の少数

5. 設定後、"A" ボタンを押して設定
   状態を終了し、Altimeter（高度
   測定）モードに戻ります。

（相対的高さの測定）

・特定の基準高度から高さの差異を
　測定することができます。

1.相対的高さの設定モードで、"C"
  ボタンまたは "E" ボタンを押し 
  "YES" を選択します。
（相対的高さ 0 m を選択しています）

2.設定後、"A" ボタンを押して、
　設定状態を終了し、altimeter 
　モードに戻ります。



（高度の入力）

基準高度を入力後、時計によりその
数値が使用され、最新で計測した気
圧の値を高度に対して変換されます。

1. Input location height （現在地
   の高度入力）モードで"C" ボタン
   または "E" ボタンを押して "＋" 
   または "−" アイコンを切り替え
   ます。

2. "B" ボタンを押して次の選択に
   進みます。

3. 時間を増やすには ”E” ボタン
   を押します。減らすには ”C” 
   ボタンを押します。それぞれの
   ボタンを長押しすると、数を速
   く変更することができます。

4. 手順 2. と 3. を繰り返し、以下
   の順番で選択します。

   高度 1 桁目／高度 2 桁目／
   高度 3 桁目／高度 4 桁目

5. 設定後、"A" ボタンを押して設定
   状態を終了し、ALTIMETER（高度測
   定モード）に戻ります。

気圧の入力（海面上の高さ）

・海面上の気圧を入力した後、時計に
  よってその値が使用され、高度へ変
  換されます。

1. 海面上の気圧入力モードで "C" 
   モード、または "E" モードを押し
   てモードを設定します。



2. 番号を増やすには ”E” ボタン
   を押します。減らすには ”C” 
   ボタンを押します。それぞれのボ
   タンを長押しすると、数を速く変
   更することができます。

3. "B" ボタンを押して次の選択をし
   ます。

4. 以下の順番で手順 2. と 3. を繰
   り返します。

   気圧 1 桁目／気圧 2 桁目／
   気圧 3 桁目／気圧 4 桁目／
　 気圧の少数1桁目

5. 設定終了後、"A" ボタンを押して
   設定状態を終了し、ALTIMETER
  （高度測定モード）に戻ります。

出荷時の設定された高度

・読み込み正確性に疑いがある場合
  には、時計の初期設定の高度に戻
  すことができます。
1.factory default height 
 （出荷時の設定された高度）
  モードで、"C" ボタンまたは "E" 
  ボタンでを押して "YES" を選択し
  ます。

2.設定後、"A" ボタンを押して設定
  状態を終了し、ALTIMETER（高度測
  定モード）に戻ります。

・出荷時の設定された高度は、初期
  値の海面気圧（1010.0 mb）に準じ
  て予測されます。



・この時計に搭載されている高度測定は、圧力センサーを使用しています。
  圧力センサーは ISA（International Standard Atmosphere）の既定値に基づい
  ています。現在の高度を判断するために使用され、最新の気圧が検出されます。

・補正モードで ERROR が表示された場合、補正に失敗しています。DONE と表示
  された場合は、補正が完了しています。

高度測定器の動作について
通常は、高度が上がるにつれて空気圧および温度が下がります。
この時計は ICAO（International Civil Aviation Organization）
によって取り決められているISA（International Standard Atmosphere）
の高度測定を基準としています。
これらの値は高度と気圧、気温との関係で定義されています。

高度 気圧 気温

情報源：International Civil Aviation Organization

以下の状況では、正確な読み込みの取得が妨げられることに注意してください。

1）天候の急変による気圧の変化
2）急激な気温の変化
3）時計が強い影響を受けている場合

・高度を示す 4 種類の場所
1）相対的な高さ
2）現在地の高さ
3）海面上の高さ
4）出荷時に設定された高さ
   以下の図は相対的高さ、および海面上の高さを説明しています。
絶対高度とは、海面上の高さを示します。相対的高さは、指定した場所からの
高さを指します。

屋根の上面までの海面上
230 m の高さ
（絶対高度）

130 m ビルの高さ
（相対高度）

※・・上記等の場合により、計測値に誤差が生じる事がございますので、
　　　定期的に補正する事をお勧めします。



1.ケースを開ける、または後ろのカバーを取り除くことはしないでください。

2.水の中でボタンの操作は行わないでください。

3.時計の内部に水滴がある場合は、時計の金属の部分が腐食する可能性があるため、

  早急に販売業者へ連絡してください。

4.耐衝撃性ではない為、時計を雑に扱ったり、落としたりしないようにしてください。

5.最高最低気温に時計をさらさないようにしてください。

6.乾いた、柔らかい布でのみ時計を拭いてください。時計のプラスチック部分が
  劣化する可能性があるため、化学繊維で直接触れないようにしてください。

7.電磁気、静電気を帯ている状態で、時計の使用は避けてください。

・以下のようにスクリーンは
  表示されます。

曜日 年

日

秒

分
時間

月

ディスプレイ
・EL（electro-luminescent/電子発光）
  を使用するバックライトによって、
  暗い場所でも明るく、見やすい
  ディスプレイです。

バックライト

EL バックライトの使用方法

・TIMEKEEPING モードで "A" ボタン
  を押すと3秒程ディスプレイが光り
  ます。

■以下の様な行動は故障の原因となりますのでお控え下さい■

当製品に搭載のデジタル計測機能は、専門的な計測器の用途を目的として製造されたものではありません。

ご使用にあたりましては当該機能の特性をご理解の上、あくまで目安としてご使用ください。

また、本格的な登山等で方位計を使用になる場合は、必ず予備のコンパスを携帯下さい。


